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川崎市パラスポーツ 

指導者協議会ＮＥ

ＷＳ 

  

指導者協議会ＮＥＷＳ 

  

第 4４号 2024 年７月発行 

4月 20日（土）に川崎市中部身体障害者福祉会館にて、202４年度の総会が開催されました。 

川崎市や川崎市障害者スポーツ協会から来賓も列席され、会員９名が参加して今年度の事業計 

画、会則の変更及び表彰者の決定等が承認されました。 

＜承認された議題＞ 

① 202３年度事業報告書及び決算報告書 

② 202４年度事業計画書及び収支予算書 

③ 会則変更（2024年４月１日付） 

・協議会の名称 

・会員の退会に係る会則を追加 

(会員の退会) 

第 5 条の 1 会員の退会は、次のとおりとする。 

(1) 本人より、退会の申請がなされた者。 

(2) 協会の指導員登録がなされていない者。 

(3) 会費納入の期限を 6ヶ月経過しても未納の者。 

(4) 本会の名誉を著しく汚したと役員会が認めた者。 

・会計会則を別に定めるための会則を追加 

④ 会計会則の制定（2024年４月１日付） 

⑤ 202４年度表彰者及び表彰制度の改正（2024年４月１日付） 

・みらい賞の追加等 

※当日の資料は当協議会のホームページに掲載しています。 

 

＜主な意見等＞ 

・大会等のボランティアの高齢化や固定化しているがそのままでいいのか 

・新しい人が会員になってもらうためには、会員募集をしていきなり会員になるということは 

かなり敷居が高いので、一度体験したり携わってみたりする機会を作ってみてはどうか 

202４年度（令和６年度）川崎市障がい者スポーツ指導者協議会総会報告 

川崎市パラスポーツ指導者協議会が発足 

２０２４年４月１日に川崎市パラスポーツ指導者協議会が発足しました。 
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資質向上研修（ボッチャ）及び交流会を行いました 

6 月 9 日(日)13 時 30 分から 16 時までボッチャの審判及び実技を体験してパラスポーツ指導

者の資質向上研修を井田体育館で実施しました。 

参加者は 21 名（パラスポーツ指導者 15 名、一般参加 6 名）。参加人数が少なく一般参加も参加

可能にしたことで、指導者協議会の活動もアピールできてよかったと思いました。 

また、16 時から元住吉の居酒屋にてパラスポーツ指導者の親睦を深めるための交流会を実施しま

した（参加者１２名）。なお、参加したパラスポーツ指導者からの意見は次のとおり。全体としては、参

加者が少なかったものの楽しい企画ができたと思っており、次も開催したいと思っています（事務局） 

主な意見等 

◆資質向上研修（ボッチャ） 

・普段見ているだけで実際にボッチャをする機会が少なかったため、当日はドキドキしながら勝負を 

楽しみ、孫たちとの対決も盛り上がりました。もっともっと練習したかった 

・小学生の子どもとともに、楽しく参加しました。体験を通して、知ることと楽しむことができた貴重 

な時間でした。誰もができて、もっとやりたいと思わされるボッチャの魅力を体感しました 

・ちゃんとしたルールを教えていただき、ありがとうございました。実際にプレーをしながらでしたの 

で、大変わかりやすかった 

・初めてボッチャを体験しました。ベテラン指導員のみなさんにルールや作戦を教えてもらいなが 

ら、和気あいあい、楽しく競技できました。また、審判のことも学べて、とても有意義な時間でした。 

今後の研修希望はボッチャ以外にも、いろんなパラスポーツをやってみたい 

・審判動作・記録などを体験し、これからの大会運営に安心して参加できる自信が持てました 

・秋のボッチャ大会ボランティアに参加エントリーしていたので少し安心しました 

 

◆交流会 

・お顔はわかっていてもお話ししたことのない方と情報交換できて楽しいひと時でした。隣のテーブ 

ルの方とは残念でした。もう少し人数が増えれば大きな部屋で自己紹介しながら歓談できたのに 

残念でした 

・普段ボランティアに参加しているときに顔はわかるが名前がわからないなどがあったので助かり 

ました！また、皆さんの色々なお話を聞けて楽しく過ごせました。普段のボランティア後にでも、た 

まにあると楽しいかなと思いました。今後も実際にプレーしながらの研修があれば参加したいが、 

研修時間も今回程度なら参加しやすいです。また、その後に交流会も楽しみにしています 

・楽しい交流会であり、これからも継続して欲しいと思います 

・お話し出来なかった方もいて、まだ名前と顔の一致が出来ていません。努力します 
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第２回資質向上研修及び交流会を開催します 

表彰制度に基づき、次の方を表彰し、賞状と賞品を授与しました。おめでとうございます。また、

次年度から若手を対象とした「みらい賞」を創設しました。今後も多くのボランティア活動等にご協

力くださいますようお願いいたします 

この度は新人功労賞を頂き、誠に光栄に思います。還暦を過ぎての新人賞は、「気持ちを新たに

今後も頑張れ」との激励と受け取っております。一般卓球、サウンドテーブルテニス、卓球バレー

といった 40mm のボールを用いるパラスポーツに今後も関わり、サポートを継続していきたい

と思います。最後になりますが、川崎市パラスポーツ指導者協議会の皆様及び一緒にプレーする

パラアスリートの皆様にもお礼を申し上げます 

 

新人功労賞：久代明さん 

功労賞：安保徳子さん 

准功労賞：中村一治さん、玉川圭介さん 

新人功労賞：久代明さん 

受賞者コメント 

２０２４年度川崎市障がい者スポーツ指導者協議会表彰

者 

今年の秋から冬にかけて、第２回資質向上研修及び交流会を開催予定です。 

こんなことを学びたい、こんな人から話を聞きたいなどありましたら指導者協議会までメールにて

お知らせください。またボランティア活動をするうえで感じたことや、悩んだことなどを交流会で共

有し、懇親を深めましょう。詳細につきましては、メールやホームページ等でお知らせしますので、多

くの方の参加をお待ちしております。 

 

第 19回 公認パラスポーツ指導者全国研修会が開催されます 

今年 12 月に東京都で、全国のパラスポーツ指導者が一同に介し、研修を行う『公認パラスポーツ

指導者全国研修会』が開催されます。全国のパラスポーツ関係者が一堂に会する貴重な機会です。 

ぜひ参加して全国のパラスポーツ関係者と情報交換したり、関係を深め合いましょう。 

詳しい参加方法などについては、ホームページやメール等でお伝えいたします。 

日 時：2024年12月14日（土）・15日（日） 

会 場： 東京都障害者総合スポーツセンター 
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障害者スポーツ大会 活動報告 

フライングディスク大会 ５月１１日（土） 会場：井田グラウンド  

5月 11日に井田グラウンドで開催されたフライン 

グディスク大会にボランティアとして参加しました。昨 

年まで神奈川県でボランティア活動していましたが、 

今回が川崎市に活動場所を変更後初の参加になりま 

した。フライングディスクは、県内で行われた体験会で 

少し拝見した程度でしたが、今回少しでもサポートで 

きたのであれば幸いです。 

競技後の参加者同士の「どうだった？」「惜しかっ 

た」「うまくいった！」等の笑顔でのやり取りも身近で拝見できるのも、ボランティアとしての

楽しい一面だと思います。また、競技を安全かつ円滑にスケジュール管理されている運営者

の動きを近くで垣間みることが出来るのもとても勉強になります。また都合が合う際にボラ

ンティアとして参加させていただけたら嬉しいです。その際は宜しくお願いいたします。 

（K.S） 

水泳大会 ４月２８日（日） 会場：多摩スポーツセンター プール  

4月 28日に川崎市多摩スポーツセンタープー 

ルにて、「第 24回川崎市障害者スポーツ大会水泳 

大会」が開催されました。 

39名の選手がエントリーし、熱戦が繰り広げら 

れました。日頃の練習成果が発揮できた選手、思う 

ように泳げなかった選手等がいたなか、私は視覚 

障害者の入水介助を中心に運営のサポートも行い

ました。入水介助が担当と言いながら、着替えから選手招集場所までの案内、スタート台そし

てゴール後の表彰、ロッカーまでのサポートと意外に多くのことを実施します。 

大会運営は例年改善されてきていますが、まだ完全には選手目線にはなっていないよう 

に思います。 

また来年の再会を楽しみにしています。（Y.S） 
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会場：等々力陸上競技場 陸上競技大会 ５月 26日（日） 

5月 26日に開催された川崎市障害者スポーツ大会の 

陸上競技大会にボランティアとして参加しました。陸上競 

技は種目も沢山あり様々な役割がある中、私は今回 

50mや 200m、リレーなどの選手が招集場所から待機 

場所まで誘導された後に待機場所からスタートラインまで 

誘導する役割でした。 

誘導する前に招集場所でスターティングブロックが必要 

か不必要かを事前に確認していますが、実際に待機場所 

で聞くと必要だった選手がいらないと答えたり、その逆の場合もあったため、再度確認せずに誘導

していたらより混乱してしまい進行の遅延につながる可能性もあったことから、再度確認する大切

さを感じました。 

選手をスタートラインまで誘導する役割であったことで選手のスタートを間近で見ることができ

ましたが、選手たちの緊張感やチームメイトが応援する姿も近くで感じることができ、こちらも自然

と応援や拍手をしていました。このような雰囲気でボランティアに取り組むことができ、楽しく参加

することができました。これからも様々なボランティアに参加していきたいと思います（N.K） 

 

会場：幸スポーツセンター 大体育室 

大体育室 

卓球大会 ６月１日（土） 

私は以前、総合病院で作業療法士というリハビリテーシ 

ョンの仕事をしておりました。現在は、同職種の養成校で 

教員として勤めております。東京都でパラスポーツ/eス 

ポーツに関わる活動を行っている関係で今年の 1月に 

初級パラスポーツ指導員養成講習会を修了し、初めてボ 

ランティアに参加させていただきました。 

まず、参加して驚いたことは、ボランティアの方々の手際

の良さです。初めて参加する私にも気さくに話しかけて下さり、良い雰囲気でお手伝いをする

ことが出来ました。参加者の方々へは、なるべく過干渉にならないよう、体育館に入って来ら

れる様子から障がいを想定し、車いすの方であればなるべく出入りがしやすい待機場所へ誘

導したり、上肢麻痺がある方へのゼッケンつけなどを手伝わせていただきました。 

障がいに応じて環境を整えることは作業療法に必要な視点であり、ぜひ学生にもパラスポ 

ーツの魅力を伝えていきたいと感じました。これからもどうぞよろしくお願い致します。 

(竹本) 
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東京 2025 デフリンピックが開催されます 

 
2025 年 11 月 15 日から 26 日まで、東京都内でデフリンピックが開催されます。デフリンピッ

クとは、デフ＋オリンピックのこと。デフ(Deaf)とは、英語で「耳がきこえない」という意味です。 

デフリンピックは、4 年毎に開催されるデフアスリートを対象とした国際総合スポーツ競技大会で

す。ボランティア募集等詳細は東京 2025デフリンピックのホームページをご覧ください。 

第 23回全国障害者スポーツ大会“ＳＡＧＡ２０２４”が開催されます 

２０２４年１０月２６日から２８日までの 3 日間、佐賀県にて「第２３

回全国障害者スポーツ大会“ＳＡＧＡ２０２４”」が開催されます。川崎

市からは総勢５０名（選手２５名、役員２５名）の選手団が派遣され、

個人競技６種目（陸上競技・水泳・卓球・フライングディスク・ボウリン

グ・ボッチャ）に出場予定です。今年は指導者協議会から石田会長を

はじめ総勢６名の指導員が、それぞれの所属から役員として派遣期

間中選手をサポートします。選手が活躍できるように、川崎からも大

きな声援を送りましょう。 

6月 2日に川崎市視覚障害者サウンドテーブルテニス大会が開催され、指導者協議会から

は 4名がボランティアとして参加しました。 

主な役割は、会場設営と試合運営(点数係と球拾い)でした。 

今年は男子 6名によるトーナメント戦、女子 4名によるリーグ戦の合計 12試合が行われ

ました。 

サウンドテーブルテニスは、アイマスクをした選手が音の出るピンポン球を、ネットの下を転が

して打ち合う競技です。卓球台に”ふち”があったり、打球が強すぎて球が台から飛び出すと

相手の得点になったりと、通常の卓球には見られないルールもありました。 

選手のみなさんはいつも一緒に練習されているそうですが、試合は真剣そのもので、緊張

感がありました。その中でも、サーバーが「いきます」、レシーバーが「はい」と答えてから試合

が始まることに、相手に対する優しさを感じる競技でもありました(C.Y) 

サウンドテーブルテニス大会

大会 

会 

６月 2日（日） 会場：井田体育館 

手話講習会を実施いたします 

 
2025 年に開催されるデフリンピックに合わせてパラ

スポーツ指導者協議会で手話講習会の開催を予定しおり

ます。詳細につきましては、メールやホームページ等でお

知らせしますので、多くの方の参加をお待ちしておりま

す。 



7 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会等ボランティア意向アンケート 

当協議会の『大会等ボランティア意向アンケート』については、上期（３月）及び下期（８月）の年２回 

郵送しております。大会等ボランティアが可能な方は送付された『大会等ボランティア意向アンケート』

に記入し、当協議会まで提出してください。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況等により、中止や変更等する場合があります。その際は、 

当協議会のホームページに掲載いたしますので、ボランティア参加予定の方は必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

提出期限：２０２４年（令和６年）8月１６日（金）必着 

大会等ボランティア意向アンケート（2024年 3月）における自由意見 

Q1 川崎市障害者スポーツ協会以外が主催の大会の場合、大会主催先の連絡先を必ず記載してほしい 

Ａ１ 可能な限り、大会主催先の連絡先を記載いたします 

    

Ｑ２ 川崎市障害者スポーツ協会以外が主催の大会の場合、大会に参加するボランティアの氏名と連絡 

先を明記してほしい（大会主催者から大会に参加するボランティアを聞かれることがある） 

Ａ２ 可能な限り、大会に参加するボランティアの氏名は共有しますが、ボランティアの連絡先は個人情 

報の観点から共有することは考えておりません。なお、大会主催者にボランティアの連絡先も通 

知しており、特に問題ないと考えております 

 

Ｑ３ レクスポーツ（モルック、ペタンク、バウンドテニス、タッチラクビー、スポーツチャンバラ等）のスポ 

ーツ種目を増やした方が良い 

Ａ３ 川崎市障害者スポーツ協会と協議いたします 

 

 

 
「JPSA公認パラスポーツ指導者 Q&A～入門編～」の紹介 

JPSA（公益財団法人日本パラスポーツ協会）が、初級パラスポーツ指導者や、 

これからパラスポーツ指導者をめざす人々が、スポーツ指導中に直面しそうな場面、 

陥りがちな悩みや失敗を例に示し、その対処方法や解決の糸口を紹介する冊子 

を作成しました。 

ぜひ右記二次元コードからダウンロードして、日頃の活動に役立てましょう。 

 

※右記 二次元コードの「資料室」から PDFデータがダウンロードできます。 
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メールアドレス登録のお願い 

当協議会は、メールアドレス登録者には、大会等ボランティア緊急募集のお知らせ、大会実施要領の

送付及び日本パラスポーツ協会からのお知らせ等様々な情報を発信しております。メールが届いてい

ない方、メールアドレスを変更や追加したい方は、当協議会のメールアドレスまでお知らせ下さい 

 

発行：川崎市パラスポーツ指導者協議会 

住所：〒２１０－０８３４ 川崎市川崎区大島１－８－６ 川崎市身体障害者協会内 

HP：http://kawakyougikai.gouketu.com/index.html 

E-Mail:kawakyougikai@gmail.com 

指導者協議会㏋  
二次元コード 

指導者協議会 20周年記念ユニフォーム販売のお知らせ 

現在、ユニフォームが 13着（Ｓ：3着、Ｍ：4着、Ｌ：4着、ＬＬ：2着）在庫があります。 

先着順にて１着 1,000 円で販売いたしますので、購入を希望される方は指導者協議会メールアドレ

ス（kawakyougikai@gmail.com）までご連絡ください。なお、郵送する場合は別途郵送料をご

負担いただきます。 

 

救急救命講習会を実施いたします 

競技ボランティア中のもしものときに備えて、救急

救命講習会に参加しませんか。指導者協議会では秋

から冬にかけて、救急救命講習会を開催する予定で

す。詳細については、メールやホームページにてお知

らせいたしますので、多くの方の参加をお待ちしてお

ります。 


